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しげき

40

策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
"
真

新
た
な
経
専
会
に

こ
よ
、

響
の
稀
や
社
会
俊
が

つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
が
あ

る
。
日
本
も
早
急
に
総
△
晶

な
対
応
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
税
に
焦
点
を

当
て
て
考
え
て
み
た
い
。
税

制
上
の
課
題
は
、
ギ
グ
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
で
,
人
た
ち
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
「
働
き
姦

革
」
の
な
か
で
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
副
業
・
輩
が
増
え
て

く
る
と
、
従
来
の
条
調
整

だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
、
自
ら

税
務
里
口
を
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
史
吊
れ
な
ど
が

生
じ
る
。
里
凶
漏
れ
の
拡
大
を
放
置
す
る

こ
と
の
悪
辱
は
、
叢
減
だ
け
で
は
な

税
の
公
平
性
が
損
な
わ
れ
、
税
を
き

0

いち
ん
と
支
払
っ
て
い
る
人
た
ち
の
納
税
意

欲
の
低
下
も
ヲ
。

働
き
方
を
め
ぐ
る
新
た
な
状
況
に
対
応

す
る
に
は
、
執
者
・
税
務
当
局
双
方
が

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
よ
、
暴
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
。
具
傭
に
は
、
以
下
の
三

つ
が
考
え
ら
れ
る
。

1
霄
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
か

ら
の
情
報
入
手
で
あ
る
。
ギ
グ
・
エ
コ
ノ

グ
.
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
、
イ

、

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
、
不

定
期
の
器
で
自
ら
の
ス
キ
ル
を
提
供
す

る
人
々
で
成
り
立
つ
経
済
の
総
称
で
あ

る
。
欧
米
で
は
行
政
で
戻
極
わ
れ
て

い
る
言
葉
で
、
日
本
で
も
最
近
使
わ
れ
始

め
た
。

欧
米
で
は
ギ
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
下
で

拡
大
す
る
タ
ッ
ク
ス
・
ギ
ャ
ッ
プ
(
税
の

無
皇
口
や
里
訂
漏
れ
)
へ
の
対
応
、
さ
ら

に
社
会
俊
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
対

副
業
も
拡
大

ミ
】
を
作
り
だ
し
た
焚
要
因
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
街
力
や
ス
キ
ル

を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
発
達
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
不
特

定
多
数
に
業
務
を
需
す
る
ク
ラ
ウ
ド
ソ

ー
シ
ン
グ
の
契
約
(
図
1
)
を
見
る
と
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
資
金
の
流
れ
の

錦
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
適
正
な
税
務
里
口
の
た
め
に

は
彼
ら
か
ら
支
払
い
焦
を
入
手
す
る
仕

組
み
の
構
築
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、

税
務
当
局
が
適
宜
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

か
ら
箪
を
入
手
で
き
る
幕
の
鴛
を

作
る
こ
と
が
必
要
で
、
 
2
0
1
9
1

制
改
正
で
は
こ
の
よ
、
暴
対
応
が
図
ら
れ

た
。
税
務
当
局
は
史
口
漏
れ
を
猿
す
る

尊
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
納
税

者
に
は
正
確
な
里
口
に
向
け
て
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
な
る
0

一
方
で
、
納
税
里
口
を
促
進
す
る
に
は

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
同
時
に
、
鶴
者
に
と

つ
て
里
口
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
と
い
う

讐
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。

自
動
で
申
告
書
作
成

そ
こ
で
2
番
目
に
挙
げ
る
の
が
、
プ
ラ

ツ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
提
供
す
る
支
払
い
情

報
を
、
納
税
者
の
里
口
に
活
用
す
る
制
度

の
構
築
で
あ
る
。
具
禽
に
は
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
か
ら
納
税
者
本
人
に
黛

を
提
供
し
、
そ
れ
を
「
e
1
T
a
X
 
(
国

税
電
玉
口
・
製
シ
ス
テ
ム
)
」
で
里
口
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金融機

に
つ
な
げ
る
緒
み
が
ー
。

参
考
に
な
る
の
は
、
多
く
の
欧
州
諸
国

が
製
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
導
入

し
て
い
る
「
記
入
済
み
里
勧
度
」
で
あ

る
。
こ
の
制
度
で
は
、
税
務
当
局
が
雇
用

主
や
金
幾
関
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
た
給

旻
殆
、
源
糧
餐
や
鴛
支
払

額
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
耕
者
ご
と
に
申

告
書
に
記
入
し
て
電
子
的
に
送
付
す
る
。

製
者
は
内
容
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ

修
正
し
て
税
務
当
局
に
送
付
す
れ
ば
里
口

が
終
チ
る
。

最
も
進
ん
で
い
る
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
で

は
、
税
務
当
局
か
ら
送
付
さ
れ
た
里
口
書

に
、
竺
、
利
子
、
配
当
な
ど
と
並
ん
で
、

支
1
 
(
国
税
・
地
方
税
)
も
記
入
さ

れ
、
親
者
の
税
の
過

不
足
額
(
追
鴛
額

や
還
纂
)
ま
で
聾
・

記
入
さ
れ
て
い
る
。
税

務
当
局
に
と
っ
て
も
、

里
口
間
違
い
や
記
入
漏

れ
な
ど
製
者
の
単
純

ミ
ス
が
あ
ら
か
じ
め
防

止
で
き
、
里
口
書
を
受

叢
っ
た
後
の
事
務
が

ミ
さ
れ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
0

日
本
で
国
税
当
局
が

納
税
者
ご
と
に
黛
を

振
り
分
け
る
シ
ス
テ
ム

を
重
る
に
は
、
相

当
な
糒
と
コ
ス
ト
が

か
か
る
の
で
、
ま
ず
は

国
民
全
員
に
提
供
さ
れ

て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
e
!
T
a
X
を
組
み

合
わ
せ
て
県
の
サ
ー

ビ
ス
定
U
つ
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
総
合
サ
イ
ト
で

あ
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
、
里
口
者
が
自

身
の
珍
の
支
輪
や
源
糧
暢
、
医

璽
払
い
情
報
、
生
・
糧
の
ー

除
、
住
宅
口
ー
ン
残
高
証
明
書
、
さ
ら
に

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
か
ら
の
支
払
い

雛
を
電
子
的
に
受
叢
り
、
こ
れ
を
e

1
T
a
X
に
連
動
さ
せ
て
里
口
す
る
緒

み
の
犠
で
あ
る
(
図
2
)
。
ク
レ
ジ
ツ
ト

カ
ー
ド
な
ど
と
連
学
る
電
子
決
1

を
用
い
れ
ば
、
製
ま
で
可
能
に
な
る
。

奎
の
記
入
済
み
里
口
制
度
で
国
税
当

局
が
製
者
に
嘉
、
里
亀
を
提
供

す
る
形
と
は
異
な
る
が
、
日
本
の
実
情
に

合
っ
た
対
応
だ
。

'二
●

の
概
算
が
給
与
所
得
控
除
と
な
る
一
方
、

自
営
響
が
経
費
の
控
除
を
受
け
る
に
は

実
額
を
自
ら
計
算
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

こ
れ
ま
で
の
稀
改
正
で
は
、
サ
ラ

0

いリ
ー
マ
ン
の
給
与
所
得
控
除
を
縮
減
し
、

そ
の
分
を
自
営
響
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
双

方
に
適
用
さ
れ
る
基
礎
控
除
に
振
り
替
え

て
き
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な

0

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
雇
用
的
自
営
響

いの
垣
根
が
低
く
な
る
な
か
、
自
営
響
に

も
竺
1
除
並
み
の
経
費
の
ー

除
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

英
国
は
、
シ
エ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ロ
ウ
ワ

ン
ス
と
い
、
呈
問
1
0
0
0
"
、
(
約
H
万

円
)
の
特
製
除
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、

少
額
の
納
税
者
の
里
口
の
手
問
を
軽
減
す

る
だ
け
で
な
く
、
税
務
当
局
の
り
ソ
ー
ス

を
他
の
よ
ー
な
分
野
に
振
局
け
る

こ
と
も
狙
っ
た
誓
で
あ
る
。
日
本
で
も

検
討
す
べ
き
課
題
と
考
え
る
。

欧
州
諸
国
の
対
応
を
見
る
と
、
ー

報
は
社
会
保
障
官
庁
と
す
べ
て
共
有
さ

れ
、
冬
・
医
療
と
い
っ
た
社
会
俊
や

1
会
1
の
基
と
な
る
符

誓
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
、
ギ
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
働

く
人
た
ち
は
中
低
卿
で
、
既
存
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
は
み
出
す
ケ
ー
ス

■
い
0
 
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
、
不
ツ
ト
の
嘉

築
に
は
正
確
な
所
得
情
報
が
不
可
欠
で
、

「
働
き
1
」
を
実
翻
る
も
の
に
す
る

た
め
に
も
対
応
を
夕
必
要
が
あ
る
。

三
..

.
.

.
..

.
..

=

.
.

.
.

゛
.

'
゛

.

特
定
口
座
か
ら
源
泉
徴
収

.

二

最
後
に
、
納
税
者
の
里
ロ
イ
ン
セ
ン
テ

イ
プ
の
拡
大
で
あ
る
。
諸
外
国
を
参
考
に

す
る
と
二
つ
の
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
副
業
収
入
や
小
規
模
の
棄
所

得
に
つ
い
て
は
、
製
者
が
国
税
当
局
に

登
録
し
た
銀
行
口
座
を
開
設
し
、
口
座
に

振
り
込
ま
れ
た
収
入
の
一
定
割
合
を
銀
行

が
源
糧
収
し
て
税
務
当
局
に
収
め
、
本

人
は
申
告
不
要
と
す
る
簡
素
な
方
法
だ
。

エ
ス
ト
ニ
ア
が
実
施
し
て
い
る
。
金
融
取

引
で
得
た
卿
か
ら
証
巻
社
が
源
糧

収
す
る
特
定
口
座
制
度
に
類
似
し
た
も
の

も
、
つ
一
つ
は
ギ
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
念

頭
に
置
い
た
1
除
を
作
る
こ
と
で
あ

る
。
日
本
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
経
費


